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平成27年度寝屋川市農業重責会活動計画

本市農業委員会では、農業、農地に関するさまざまな諸問題や農政の普及推進活動に積極的に
取り組むため、平成27年4月開催の農業委員会総会において主な活動計画を決定いたしました。

市内農地の利用状況の把握と無断転用や遊
休農地の防止を目的とした農地パトロールを、
9月～11月に各地域ごと（旧の「豊野」「九個荘」
「寝屋川」「友呂岐」「水本」の5地区）に実施

します。

遊休農地発生原因として、相続による非農家
所有の増加や農業後継者の不在等があるなか
で、農地の利用と活用を図るべく、①近隣農家
への耕作利用、②農作業の受委託、③貸農園の開

設等のあっせんを行い、遊休農地解消や発生の
抑制に取り組みます。

寝屋川市が行う農業の担い手育成の協力に
努めてまいります。

農業経営・農地制度・農家にとっての税制等
農業に関する講演会を、寝屋川市とともに開
催できるように取り組みを行ってまいります。

委員会での活動内容や農業や農地に関する
情報発信として、「ねやがわし農業委員会だよ
り」を発行します。

北河内地区農業委員会連合会として、広域
的に「生産者」（農業委員会）と「消費者」（消
費者協会）との交流を通じ、都市農業の実情
を消費者の方々に理解をしていただき、お互
いの思いを理解しあう場としての「都市農業

啓発事業」を取り組んでまいります。

当委員会が市及び教育委員会に要望し実現
してきた「学校給食に地元農産物使用」として、
一定の定着が図られてきた。

「寝屋川市教育・農業連絡協議会」に参画し、

さらに意思疎通と内容充実を図るものとして、
出荷者である農家と給食現場との直接交流の
場を設けるようにします。

農家の地位向上と市内農地の保全に関して
検討を行い、必要に応じて建議や要望・意見
の公表を行ってまいります。

また、行政委員会としての機能を発揮でき
るように委員研修を取り組み、充実を図りま
す。

毎月開催している委員会総会に、誰でも傍
聴参加できるようにするため、事前に事務局
窓口において、開催日時・開催場所及び自由
に傍聴できる旨の公示を行い、開かれた農業

委員会を目指します。

①　農業委員としての日常活動として、地元
集落や農家の相談や協議及び指導に対しても
横棒的に行ってまいります。

②　一般市民が参加する「寝屋川市農業まつ
り」へも、積極的に参画してまいります。

③　寝屋川市の農業振興に関する施策等（例：
レンゲ畑の開放農地事業、防災協力農地）へ

積極的に協力してまいります。
④　寝屋川市の産業振興に対して農業者の役
謝や茸務の周知・啓発を行ってまいります。

－2－
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⊥　　＿＿＿＿＿＿＿　　　　　　J平成27年農業垂員会委員選挙人名簿有権音数
（支部別一覧）

支部名 �有権者 � �支部名 �有権者 

J A 九 偶 荘 地 区 �大　　　利 �2 �J A 北 河 内 地 区 �美　　　井 �21 

池　田　川 �25 ��平　　　地 �4 

池　田　中 �2 ��国　　　松 �39 

池　田　下 �15 ��秦 �22 

神　田　上 �56 ��崗　　　宮 �87 

神　田　中 �32 ��小　　　路 �45 

神　田　下 �9 ��太　　　秦 �48 

葛　　　原 �7 ��新　　　家 �7 

点　野　東 �3 ��上　木　田 �8 

点　野　西 �11 ��中　木　田 �1 

東　高　柳 �3 ��下　木　田 �57 

西　高　柳 �22 ��堀　　　溝 �16 

対　馬　江 �7 ��河　　　北 �40 

上仁和寺 �28 ��寝　　　屋 �146 

仁　和　寺 �40 ��大　　　谷 �32 

黒　　　原 �3 ��打　　　上 �72 

（小計） �265 ��向　　　合 �58 

J A 北 河 内 地 区 �石　　　津 �42 ��明　　　和 �89 
郡 �35 ��（小計） �982 

木　　　尾 �69 �合　　　　計 ��1，247 

大　　　間 �24 

田　　　井 �20 

野々下妻員中林委員

－3－

昨
年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
、
各
支
部
長
さ
ん
に

取
り
ま
と
め
を
お
願
い
し
ま
し
た
　
「
寝
屋
川
市
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
」
　
の
登
載
者
が
、
1
2
4

7
名
と
確
定
い
た
し
ま
し
た
。

選
挙
人
名
簿
は
、
今
年
の
1
月
1
日
現
在
を
基
準

と
し
て
、
農
業
委
員
会
が
保
管
し
て
い
る
農
地
基
本

台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
耕
作
面
積
等
に
基
づ
い
て

調
製
し
た
う
え
で
、
寝
屋
川
市
選
挙
管
理
委
員
会
に

送
付
し
、
3
月
3
1
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
選
挙
管
理

垂
貝
会
に
お
い
て
確
定
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

支
部
別
の
有
権
者
数
は
表
の
と
お
り
で
す
。

去
る
5
月
2
0
日
付
け
で
、
市
議
会
推
薦
の

高
田
政
成
氏
と
松
尾
信
次
氏
が
退
任
さ
れ
ま

した。ま
た
、
5
月
2
1
日
に
は
後
任
と
し
て
、
新
し

く
野
々
下
重
夫
氏
　
（
豊
野
町
）
　
と
中
林
和
江
氏

（
宝
町
）
　
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
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「モウモウの挑戦
～未来・ロマンと草のある震兼～」

平成26年度農業委員会の
審議処理件数等の報告

平成26年4月1日から平成27年3月31

日までの間に、農業委員会で審議された主

な法令業務などについて、下記のとおり報

告します。

◎農地法関係

件数 �筆数 �面積（鵬） 

3条許可（農地売買等） �4 �5 �2，360 

4条届出（農地転用） �25 �28 �10，407 

市街化区域 

4条許可（農地転用） �0 �0 �0 

市街化調整区域 

5条届出（転用売買等） �16 �21 �7，697 

市街化区域 

5条許可（転用売買等） �0 �0 �0 

市街化調整区域 

農地転用合計 �41 �49 �18，104 

18粂許可（賃貸借解約） �0 �0 �0 
一万解約 

18条通知（賃貸借解約） �6 �10 �3，806 

合意解約 

◎租税特別措置法関係

件数 �筆数 �面積（Ⅰポ） 

贈与税・相続税納税猶予 �4 �15 �10，368 

適格者証明 

贈与税・相続税納税猶予 �4 �24 �7，676 

特例農地利用状況確認 

件数 �筆数 �面積（ポ） 

農地へ地目変更承認願 �0 �0 �0 

農業用倉庫承認願 �2 �2 �174 

平
成
2
7
年
3
月
7
日
（
土
）
に
寝
屋

川
市
農
業
委
員
会
と
岩
屋
川
市
の
共
催

に
よ
り
、
「
農
業
講
演
会
」
　
を
市
立
中
央

公
民
館
（
市
立
総
合
セ
ン
タ
ー
）
　
で
開

催
し
ま
し
た
。

今
回
の
講
師
は
、
（
株
）
　
伊
賀
の
里
モ

ク
モ
ク
手
作
り
フ
ァ
ー
ム
会
長
の
木
村

修
氏
。
同
氏
は
、
三
重
県
伊
賀
市
山
茄

の
自
然
・
農
業
・
食
農
学
習
を
テ
ー
マ

に
し
た
農
業
公
園
「
伊
賀
の
里
モ
ク
モ

ク
手
作
り
フ
ァ
ー
ム
」
　
の
創
業
者
で
あ

り
、
1
9
8
7
年
に
1
人
で
創
業
し
、

2
5
年
間
で
従
業
貝
3
5
0
名
、
年
間
に

5
0
万
人
が
来
場
し
、
農
業
界
で
モ
ク
モ

ク
の
名
を
知
ら
な
い
も
の
は
い
な
い
と

い
わ
れ
る
ま
で
の
規
模
に
育
て
ら
れ
ま

した。講
演
で
は
、
加
工
・
販
売
ま
で
を
農

業
と
考
え
、
「
食
っ
て
い
け
る
農
業
」
を

目
指
し
て
創
業
し
た
当
時
の
熱
い
思
い

や
、
実
践
さ
れ
て
き
た
ユ
ニ
ー
ク
な
取

組
な
ど
、
失
敗
談
・
成
功
談
を
交
え
て

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
は

会
場
か
ら
の
質
問
に
も
答
え
て
い
た
だ

き
、
参
加
し
た
農
家
も
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

な
お
、
太
田
副
市
長
が
開
会
の
挨
拶

を
、
閉
会
に
あ
た
っ
て
は
林
農
業
委
員

会
会
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
都
市
農
業
の
重

要
性
に
つ
い
て
挨
拶
を
し
ま
し
た
。
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十二

寝
屋
川
市
農
薦
唾
棄
　
　
　
　
F

～
農
業
者
支
援
事
業
を
今
年
度
も
実
施
～

農
業
研
究
ク
ラ
ブ
が
総
会
を
開
催

農
作
業
用
機
械
器
具
整
備

支
援
事
業

市
の
農
業
施
策
に
取
り

組
む
農
業
者
が
含
ま
れ
る

3
農
家
以
上
で
構
成
さ
れ

る
組
織
が
、
高
額
な
農
作

業
用
機
械
器
具
を
新
規
購

入
や
買
い
替
え
を
す
る
際

に
、
機
械
の
購
入
費
用
の

一
部
を
支
援
し
ま
す
。

農
用
井
戸
整
備
支
援
事
業

3
農
家
以
上
で
構
成
さ

れ
る
組
織
が
農
用
井
戸
を

掘
削
す
る
際
に
、
掘
削
費

用
が
高
額
と
な
る
場
合
に

は
、
掘
削
費
用
の
一
部
を

支
援
し
ま
す
。
こ
の
事
業

で
掘
削
さ
れ
た
井
戸
は
、

災
害
時
に
は
災
害
用
井
戸

と
し
て
活
用
し
ま
す
。

地
元
農
産
物
直
販
等

奨
励
事
業

新
鮮
で
安
全
・
安

心
な
地
元
農
産
物

の
、
朝
市
や
学
校
給

食
、
市
内
の
ス
ー

パ
ー
等
小
売
店
へ
の

出
荷
を
支
援
し
ま

す。農
地
景
観
形
成
推
進

事
業農
地
に
レ
ン
ゲ
等

を
植
栽
し
、
景
観
に

配
慮
し
た
　
「
農
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」
　
を
め

ざ
し
ま
す
。
ま
た
、

レ
ン
ゲ
畑
等
を
開
放

す
る
こ
と
で
、
多
く

の
市
民
に
農
地
に
親

し
み
を
持
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
、
景
観
形

成
事
業
を
推
進
し
ま

す。

寝
屋
川
市
農
業
研
究
ク
ラ
ブ
　
（
中

村
治
彦
会
長
）
　
は
5
月
1
5
日
　
（
金
）

に
ホ
テ
ル
シ
ー
モ
ア
　
（
和
歌
山
県
白

浜
町
）
　
に
お
い
て
、
平
成
2
7
年
度
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
平
成
2
6
年
度
事
業
報

告
、
平
成
2
6
年
度
収
支
決
算
報
告
、

平
成
2
7
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算

の
4
議
案
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
当
日
は
和
歌
山
県
農
業
試

験
場
　
（
和
歌
山
県
紀
の
川
市
）
　
に
お

い
て
視
察
研
修
を
行
い
、
品
種
改
良
の

手
法
等
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

一
厨
円
∵
】
　
㌔

生
活
改
善
ク
ラ
ブ
が
総
会
を
開
催

寝
屋
川
市
生
活
改
善
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
第
5
5
回
総
会
が
4
月
1
0
日

（
金
）
　
に
寝
屋
川
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー

ル
　
（
寝
屋
川
市
錦
町
）
　
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
総
会
で
は
、
就
任
2
年
目
を
迎
え

る
櫻
井
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
引
き
続

き
、
ふ
る
さ
と
料
理
講
習
会
等
の
平

成
2
6
年
度
事
業
報
告
や
収
支
決
算
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
2
7

年
度
事
業
目
標
、
事
業
計
画
、
収
支

予
算
の
3
議
案
が
満
場
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
に
は
、
記
念
品
と
し

て
、
磁
器
に
好
み
の
模
様
を
絵
付
け

す
る
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
の
作
成
を
行
い

ま
し
た
。
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配
軋
脚
∵
叫
攣
J

ニ
ュ
仁
†
町
オ
ト
ス
ン

」「

農
地
法
等
に
よ
る
各
種
届
出
の
お
願
い

傷
欄
偏
屈
牒
欄
は
膚
周
れ
膚

J
A
北
河
内
寝
屋
川
支
店
（
宝
島
本

町
1
2
－
1
0
）
　
の
朝
市
が
昨
年
1
2
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
隣

接
地
に
新
た
に
売
場
を
確
保
し
て
オ
ー

プ
ン
し
た
た
め
、
売
場
南
街
が
拡
大
し
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は
、
客
数
・
売
上
と

も
に
増
加
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
水
曜

日
の
朝
8
時
に
開
店
す
る
と
同
時
に
多

数
の
お
客
さ
ん
が
来
ら
れ
、
か
な
り
の

数
が
売
れ
て
い
き
ま
す
。
買
い
物
客
か

ら
は
、
「
こ
こ
の
ト
マ
ト
は
ス
ー
パ
ー

の
も
の
と
違
っ
て
、
完
熟
し
た
も
の
を

売
っ
て
い
る
の
で
、
味
が
良
く
、
気
に

入
っ
て
い
る
。
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
出
荷
し
て
い
る
、
南
ね
や
が
わ

農
研
ク
ラ
ブ
の
瀧
口
会
長
は
　
「
今
年
度

か
ら
、
学
校
給
食
へ
の
取
組
も
強
化
し

て
お
り
、
朝
市
へ
の
出
荷
墨
も
増
や
し

て
い
き
た
い
。
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

朝
市
の
隣
で
は
、
花
き
の
販
売
も
行
わ

れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
毎
週
水
曜
日
の

朝
8
時
半
ご
ろ
か
ら
昼
過
ぎ
ま
で
販
売

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
支
店
の
入
口
前
で
は
、
プ
ラ

ン
タ
ー
と
植
栽
ス
ペ
ー
ス
を
使
っ
て
、

ミ
ニ
ト
マ
ト
や
ズ
ッ
キ
ー
ニ
等
の
野
菜

が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
朝
市
の
出
荷

者
に
指
導
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
I
A

の
職
員
が
栽
培
し
て
お
り
、
来
店
者
や

通
行
す
る
人
に
野
菜
の
実
の
な
っ
て
い

る
姿
を
見
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

宅
地
等
莞
闇
用
す
る
場
合

宅
地
や
駐
車
場
な
ど
、
農
地
を
農
地

以
外
の
用
途
に
転
用
す
る
場
合
に
は
、

宅
地
造
成
を
す
る
ま
で
に
許
可
申
請

（
市
街
化
区
域
内
の
農
地
転
用
は
届
出
）

が
必
要
で
す
。

特
に
市
街
化
区
域
内
の
農
地
に
つ
い

て
は
、
農
地
転
用
の
届
出
を
さ
れ
ず
に

造
成
行
為
を
さ
れ
て
し
ま
っ
た
農
地
が

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

農
地
を
転
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
事

前
に
農
業
委
員
会
ま
で
許
可
申
請
（
届

出
）
　
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
地
を
相
続
』
た
精
奮

農
地
を
相
続
な
ど
に
よ
り
取
得
し
た

と
き
は
農
業
委
員
会
に
届
出
を
お
願
い

し
ま
す
。
届
出
が
必
要
な
方
は
次
の
よ

う
な
理
由
で
取
得
さ
れ
た
方
と
な
り
ま

す。
①
相
続
（
道
産
分
割
、
包
括
遺
贈
、

相
続
人
に
対
す
る
特
定
遺
贈
を
含
む
。
）

に
よ
り
農
地
の
権
利
を
取
得
し
た
場

合
。
②
時
効
に
よ
り
農
地
の
権
利
を
取

得
し
た
場
合
。

お
詫
び
と
訂
正

平
成
2
7
年
3
月
の
ね
や
が
わ
し
農
業
委
員
会
だ
よ
り
第
7
4
号
に
お
き

ま
し
て
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
以
下
の
通
り
で
す
。

◆
5
ペ
ー
ジ
、
農
産
物
品
評
会
の
記
事
中
、
寝
屋
川
市
議
会
議
長
質
の

入
賞
者

（
誤
）
　
土
居
友
重

（
正
）
　
土
井
友
垂

土
井
様
な
ら
び
に
関
係
各
位
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
を

お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
こ
こ
に
訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。


